
令和●年●月●日 

令和8年度製造業GX･競争力強化事業 

申込書 

 

1.企業情報 

企業名 株式会社●●●● 

代表者名 岡山 太郎 

設立年月日 平成●年●月●日 ※西暦･和暦いずれも可 

本社所在地 岡山県●●市･町･村●●-● 

資本金 ●●●円 

従業員数 ●名 

売上高 以下の中で該当するものを選択ください（□→☑） 

☐ 1,000 万円未満 

☐ 1,000 万円～5,000 万円未満 

 5,000 万円～1 億円未満 

☐ 1 億円～3 億円未満 

☐ 3 億円～5 億円未満 

☐ 5 億円～10 億円未満 

☐ 10 億円以上 

事業内容 例） 

・自動車向けエンジン部品やトランスミッション部品の製造･加工を行う 

・木製家具やインテリア製品の設計･製造･販売を行う 

・作業服やユニフォームの企画･製造を行う 

製造拠点 【拠点名：●●工場 】 

所在地：岡山県●●市●●-● 

主な製造品目：（自動車部品の例）クランクシャフト 

 

【拠点名：●●工場 】 

所在地：岡山県●●郡●●町●●－● 

主な製造品目：（家具製造の例）ダイニングテーブル･チェア 

 

【拠点名：●●工場 】 

所在地：岡山県●●郡●●村●●-● 

主な製造品目：（作業服･ユニフォーム製造の例）長袖作業着 

 

※不足する場合は、追加願います。 

 



2.社内体制 

a 主担当者 

氏名 岡山 一郎 

部署名 製造部 

役職名 課長 

連絡先（電話） ●●●-●●●●-●●●● ※携帯･固定電話いずれも可 

連絡先（メール） ●●●_●●●●＠●●.●●.jp 

業務内容 製造計画に基づき、製品の加工･組立･検査を行うとともに、生産性

向上や品質改善、安全管理を通じて安定した製品供給を行う 

 

b その他メンバー 

氏名 岡山 二郎 

部署名 総務部 

役職名 係長 

連絡先（電話） ●●●-●●●●-●●●● ※携帯･固定電話いずれも可 

連絡先（メール） ●●●_●●●●＠●●.●●.jp 

業務内容 人事･労務管理、文書管理、施設管理、社内規定の整備などを通じ

て、円滑かつ効率的な事業運営を支援する 

 

氏名 岡山 三郎 

部署名 営業部 

役職名 主任 

連絡先（電話） ●●●-●●●●-●●●● ※携帯･固定電話いずれも可 

連絡先（メール） ●●●_●●●●＠●●.●●.jp 

業務内容 既存顧客との関係強化や新規顧客の開拓を行い、市場ニーズを踏ま

えた提案活動を通じて受注拡大と売上向上を図る 

 

氏名 岡山 四郎 

部署名 品質管理部 

役職名 主任 

連絡先（電話） ●●●-●●●●-●●●● ※携帯･固定電話いずれも可 

連絡先（メール） ●●●_●●●●＠●●.●●.jp 

業務内容 製造工程における品質管理体制の構築･運用を担い、不良品の削

減や品質改善活動を通じて企業競争力の向上に貢献する 

※不足する場合は、欄をコピーペーストし追加願います。 

 

 



c 合意形成の状況 

合意形成プロセス 代表者による合意が得られている 

☐代表者を除く経営層（取締役、執行役員等）の合意が得られている 

☐所管部署の責任者（例.部長、課長）による合意が得られている 

☐その他 ※以下の（ ）内に記載願います。 

（                           ） 

 

3.CFP算定目的及び今後の活用意向 

CFP 算定の目的（本事業への応募動機）について教えてください 

例：取引先からの要請への対応、自社製品の製造コスト削減に繋げる、自社製品の環境性を PR したい 等 

例① 

・取引先から製品単位の CO₂排出量開示を求められるケースが増えているため、CFP を算定 

し、自社製品の環境負荷を把握するとともに、取引競争力の向上につなげるため。 

 

例② 

・脱炭素経営を推進するため、製品ライフサイクル全体の CO₂排出量を可視化し、排出量の 

多い工程を特定することで、効果的な削減施策の検討につなげるため。 

 

例③ 

・環境配慮型製品への市場ニーズが高まっており、CFP 算定により製品の環境性能を定量的に

示し、顧客への情報提供や新たな販路開拓に活用するため。 

 

 

本事業で得られた成果をどのように活用していきたいか教えてください 

例：自社の HP 等での公表、生産工程･設備等の見直しによるコスト削減、取引先への開示等 

例① 

・算定結果を取引先への環境情報開示に活用するとともに、製品ごとの CO₂排出量を見える 

化することで、取引先からの要請への対応や新規受注獲得につなげたいと考えている。 

 

例② 

・算定結果から排出量の多い原材料や製造工程を特定し、省エネルギー化や設備更新などの 

削減施策を検討･実施することで、脱炭素経営を推進していきたい。 

 

例③ 

・算定結果を製品の環境性能を示す客観的な指標として活用し、顧客への提案や販促活動に 

反映することで、差別化と販路拡大に繋げていきたい。 

 



4.CFP算定を希望する製品の有無 

CFP 算定を希望

する製品の有無 

有り ※有りを選択した場合は、次の設問にも回答ください。 

☐無し 

 

【CFP 算定を希望する製品が「有り」の場合】（任意） 

製品名 （食料品･飲料の例）日本酒「●●（銘柄）」 

製品概要・特徴等 

※画像の添付可 

地元産の酒造好適米と良質な水を使用し、伝統的な醸造技術で製造 

した純米吟醸酒。 

米本来の旨味と華やかな香りが特徴で、県内外の飲食店や小売店を中 

心に販売している。 

 

 

 

 

 

上記製品を希望す

る理由 

原材料の販売から精米、醸造、瓶詰め、輸送までの CO₂排出量を可視 

化し、環境負荷の高い工程を把握することで、脱炭素化に向けた改善施 

策を検討したい。 

また、環境配慮型商品としての付加価値向上や、取引先･消費者への 

情報開示に活用したい。 

なお、本製品は当社の主力商品であり、脱炭素化によるコスト削減や対 

外的な PR においても一番効果が高いと考え選定。 

製造場所 ●●工場 

主な販売先 ●●㈱、㈱●●●●、㈲●● 等 

原材料情報 酒造好適米（国産）、米こうじ（国産）、醸造用水、ガラス瓶、 

ラベル、段ボール箱 

その他 

※上記以外の情報や、

製品の PR 等あれば

自由に記載ください 

地元契約農家が栽培した酒米を使用し、地域資源を活かした酒造りを 

行っている。 

国内外で日本酒需要が高まる中で、品質はもちろんのこと環境面でも評 

価される持続可能な商品づくりを目指している。 

 

 

 

 

 

 

 



5.脱炭素に関する取組みについて 

自社のこれまで（または現在実施中）の脱炭素に関する取組みがあれば教えてください。 

例：工場内の照明を LED 化、自社の温室効果ガス排出量の算定、太陽光発電設備の導入等 

例① 

・工場内の照明を LED へ更新するとともに、高効率空調設備や省エネ型コンプレッサーを導入 

し、電力使用料の削減に取り組んでいる。 

・また定期的な省エネパトロールを実施し、運用改善を進めている。 

 

例② 

・製造工程で発生する端材や廃棄物の分別･再資源化を推進するとともに、原材料ロスの削減

や歩留まり改善に取り組み、資源使用量と温室効果ガス排出量の低減を図っている。 

 

 

6.経営課題について（任意） 

自社が直面する経営課題について教えてください。 

例：サプライチェーンにおける脱炭素の対応･対策が急務である、エネルギー価格高騰による影響と対策、 

   若年層の雇用確保、自社製品の販路開拓、生産性向上や DX 対応 等 

・少子高齢化による労働力不足が進む中、必要な人材の確保が難しくなっており、技術継承や 

若手社員の育成が大きな課題となっている。 

 

・原材料費や電気･燃料価格の上昇が収益を圧迫しており、価格転嫁や生産性向上による収 

益改善が求められている。 

 

・市場の成熟化や競争激化により新規顧客の獲得が難しくなっており、付加価値向上や新たな 

市場の開拓による販路拡大が課題となっている。 

 

 

7.本事業への申込にあたっての確認事項（内容確認の上、チェック願います） 

応募要件 募集要項を確認し、応募要件を満たしています 

情報の取扱い 本申込において取得した企業情報ならびに個人情報は業務遂行のた

め関係者※で利用することに同意します。（選定後は本事業の伴走

支援において取得する情報も含みます） 

※岡山県、中国銀行、一般社団法人サステナブル経営推進機構 

暴力団等排除に

関する確認 

申込者（団体役員等を含む）は、暴力団、暴力団員又はこれらと密

接な関係を有するものに該当せず、また将来にわたっても該当しないこ

とに同意します。 

※チェック漏れのなきよう、注意願います。 

以上 


